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カゼイ γ と同組成のアミノ酸混合物， ト P プトファン又はその他のアミノ酸量を変えたアミノ酸量を






雄性大黒鼠172匹を飼料中の蛋白質源により 5 群にわかち， D.A.B. は下記合成飼料中に 0.06労の
割合に混じた。
α 馬鈴薯澱粉 69% 
-148-
塩 類 混 よ口』 物
精製菜種白絞油
ビタミン混合物














V V' 群 カゼイ γの酸加水分解物+0.5% トリプトファン
おな飼料中の総 V.B2 量は，飼料 19 中に 37含まれる様にし，各詳飼料中のメチオニン及びνス
チン量は，ほぼ同様となる如く調整した口
動物は一匹ずつ飼育箱に入れ，以上の飼料を可及的等量となる如く 200 日間投与して， D.A.B. 摂取
量は一匹当り 1000 rng 前後とし， I--V群は実験200 日で一斉に屠殺， I'--V' 群は更にその後80 日
間 D.A.B. を含まないそれぞれの基礎飼料を投与し，実験 280 日で屠殺し， 主として肝臓を組織学的
に検索した。
実験経過中の体重増加率，生存率は 1 l' 群より V V' 群にかけて悪く，アミノ酸投与群では D.A.B.
投与初期に体重降下強く，高い死亡率を示し，特に V V' 群では実験進行と共に悪化した。 1 l' 群か
ら V V' 群で，実験140 日以上生存した78例について検討すると，肝癌を有するもの21例で，全例共肝
細胞癌であり内 3 例は胆管癌との合併を癌めた口発癌率ではカゼイン群で16%と，予備実験と同様の
発癌抑制を示し， n n' 群では26%， 11' 群では 7%とカゼイン投与群に類似する抑制作用を認めたo
lV LV' 群， V V' 群ではそれぞれ 44% と他群とは有意の差に高い発癌率を示した。 I--V群では39例
中 8 例， I'--V' 群では 39 例中 13 例に肝癌を認めたが，これは長期観察による増加と考えられる。














合物， トリプトファンを叉は更にス V オニン， 9 ジンをも相対的欠乏としたアミノ酸混合物等を蛋但
源とする合成飼料に D.A.B. を混じて白鼠に投与する長期実験を繰返し，主として病理組織学的に肝
臓の病変，発癌率を比較し，高カゼイン飼料での発癌抑制機作を検討したものである D
著者は飼料蛋白源として良いアミノ酸組成を有するものを充分量与えると，それが蛋白質でもアミ
ノ酸混合物でも肝癌の発生を抑制する事を観察し，高カゼイン飼料による D.A.B. 肝癌抑制は，その
アミノ酸組成の良さにある事を確認した。
この知見は肝癌発生と蛋白質栄養との関係の解明に寄与するものと考える。
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